






第 1 部 政党と官僚派 
  第 1 章 桂園内閣期の貴族院 
  第 2 章 桂園時代における有爵議員互選議員選挙 
第 2 部 大「研究会」に向けて 
  第３章 大正初年の研究会―三島体制の変容― 
  第４章 大正７年の貴族院多額納税者議員選挙 
第３部 貴・衆縦断 
  第５章 原内閣期における貴族院―研究会を中心に―  
 第６章 高橋内閣と研究会―政友会の内紛をめぐって― 
第４部 競争的寡頭制の崩壊 
  第７章 加藤(友)内閣と貴族院―組閣と外交決議を巡って― 

































































































































藤内閣以後 5･15 事件で政党内閣が終焉を迎えるまでの凡そ 7 年の間、衆議院の与党に
対し、自らが絶えず貴族院の与党となることによって両院縦断を実現させた。そして研
究会はそうすることで政党政治の継続を可能にしたのである。 
